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44.大分県

本書の見方

・「偏差値」について

（Ａ医療圏のＢの値）－（Ｂの全国平均値）
（Ｂの標準偏差）

偏差値 65以上 55～65 45～55 35～45 35未満

セルの色

・出所情報

図表1

図表2

図表5、6

図表7

図表7

図表7

図表8

図表9

図表10

図表11

図表14

図表15

図表15

図表17

要介護者数、要介護3以上人数 平成28年度介護保険事業状況報告（年報）

各医療圏の人口当たり医療資源量の相対的な位置づけを知るために、偏差値を用いている。偏差値の計算方法は以
下の通り。図表では偏差値の高低をセルの色分けで表示。

※全国平均とＡ医療圏のＢという指標の値が一致すると偏差値が50になるよう、あえて344医療圏の平均でなく、
全国平均値を用いて計算している。正確に計算した偏差値とはやや異なるが、指標が全国平均値と一致すると偏差
値は50となり、その地域の指標が全国平均より高いか低いかを判断しやすい。

人口、65歳以上人口、75歳以上人
口(2015年)、高齢者世帯

平成27年国勢調査　人口等基本集計 平成27年10月

人口の推移
平成27年国勢調査 人口等基本集計 平成27年10月及び日本の地域別
将来推計人口 国立社会保障・人口問題研究所 平成30年3月　を基に
各年1月の推計値を算出

需要の推移
必要なベッド数＝(65～74歳人口)×(65～74歳の高齢者施設利用率)
＋(75～84歳人口)×(75～84歳の高齢者施設利用率)＋(85歳以上人
口)×(85歳以上の高齢者施設利用率)　として算出

総高齢者施設・住宅定員数 介護保険施設定員(病床)数と高齢者住宅定員数の合計

介護保険施設定員(病床)数
老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員
数、介護療養病床数の合計

高齢者住宅定員数
有料老人ホーム、軽費ホーム、グループホーム、サ高住（特定施
設）の合計

老人保健施設（老健）定員数、特
別養護老人ホーム（特養）定員
数、介護療養病床数 平成30年6月　厚生労働省 介護サービス情報公表システムより株式

会社ウェルネスが二次医療圏別に集計したもの
有料老人ホーム、軽費ホーム、グ
ループホーム

サ高住（特定施設）、サ高住（非
特定施設）

平成30年6月　国土交通省・厚生労働省サービス付き高齢者向け住宅
情報提供システムより株式会社ウェルネスが二次医療圏別に集計し
たもの

介護職員数（介護施設等）、看護
師数(施設)

平成30年6月　厚生労働省 介護サービス情報公表システムより株式
会社ウェルネスが二次医療圏別に集計したもの

在宅療養支援病院、在宅療養支援
診療所

届出受理医療機関名簿　地方厚生局　平成30年12月

都道府県扉の地図および医療圏別の図表13、図表16の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号　平30情使、 第1666号）

回復期病床数 平成29年度病床機能報告 平成29年7月

地域包括ケア病床数 平成30年5月地方厚生局

訪問介護、訪問看護、通所介護、
通所リハ、訪問入浴、短期入所、
居宅介護支援

平成30年6月　介護サービス情報公表システムに基づいて株式会社
ウェルネスが市区町村別に集計したもの

（Ａ医療圏のＢという

指標の偏差値）
＝50＋10×

44-3



44.大分県

大分県

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

二次医療圏
2015年
人口

2015年
65歳以上

人口

2015年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 127,094,745 33,867,969 16,322,237 27% (5%) 17,668,137 34% 34%

大分県 1,166,338 355,131 183,619 30% 57 180,013 37% 35%

図表2 要介護者の現状

二次医療圏
要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,560,102 13% (2%) 2,197,477 48% (3%)

大分県 47,876 13% 50 22,820 48% 48

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　大分県は、人口1,166,338人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は355,131人、高齢化率(65

歳以上人口割合)は30%と高い。

　要介護数(認定者)は47,876人、要介護認定率は13%と全国平均レベルである。うち要介護3以上は

22,820人、要介護者数に占める割合は48%と全国平均レベルである。

93,226,776

73.4%

17,545,732

13.8%

16,322,237

12.8%

全国

～64歳人口 65-74歳人口 75歳以上

811,207

69.6%

171,512

14.7%
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15.7%

大分県

～64歳人口 65-74歳人口 75歳以上

6,079,126 

34.4%

5,927,686 

33.6%

5,661,325 

32.0%

全国

夫婦世帯 独居世帯 その他

67,175 

37.3%

62,766 

34.9%

50,072 
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大分県

夫婦世帯 独居世帯 その他
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44.大分県

大分県

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移

13,067 15,541 17,822 19,527 20,838 23,038 23,663 22,711

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測

　図表5に示すように、大分県の65歳以上人口のピークは2025年、65-74歳人口のピークは2020年、

75-84歳人口のピークは2030年、85歳以上人口のピークは2040年と推計されている。75歳以上人口

は、2015年が181,598(121,777+59,821)人であるが、ピーク時の2035年には235,737人まで増加すると

推計され、2015年比30%増加する。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、大分県の施

設需要のピークは2040年の23,663人であり、2015年の15,541人と比べ、52%増加すると推計された。

　図表6は、大分県の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年

から2018年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要15,046人、供給

13,815人と「供給＜需要(-8%)」である。2018年は需要16,910人、供給12,614人と「供給＜需要(-

25%)」である。大分県の高齢者施設の供給は、需要の伸びにより、2014年の不足ぎみの状況から、

2018年のかなり不足の状況になった。
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44.大分県

大分県

■ 介護施設の状況

二次医療圏
総高齢者施
設・住宅定

員数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,485,377 91 (15.2) 1,001,413 61 (12.4) 483,964 30 (12.6)

大分県 14,559 1.0% 79 42 10,844 1.1% 59 48 3,715 0.8% 20 43

二次医療圏

老人保健
施設
(老健)
定員数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 366,589 22 (5.9) 575,180 35 (9.9) 59,644 3.7 (4.0)

大分県 4,782 1.3% 26 56 5,552 1.0% 30 45 510 0.9% 2.8 48

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

二次医療圏
有料老人
ホーム

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 237,141 14.5 (10.8) 23,297 1.4 (2.1) 201,436 12.3 (5.8)

大分県 1,517 0.6% 8.3 44 170 0.7% 0.9 48 1,950 1.0% 10.6 47

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数

二次医療圏
サ高住
(特定
施設)

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 22,090 1.4 (1.8) 209,785 12.9 (6.8)

大分県 78 0.4% 0.4 45 2,088 1.0% 11.4 48

二次医療圏
介護職員数
（介護施設

等）

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,286,309 79 (11) 120,155 7.4 (2.0)
大分県 13,637 1.1% 74 46 1,406 1.2% 7.7 51

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、14,559人(75歳以上1,000人当たりの偏差

値42)と全国平均レベルを下回る。そのうち、介護保険施設の定員が10,844床(偏差値48)、高齢者

住宅等が3,715床(偏差値43)である。介護保険施設は全国平均レベルであるが、高齢者住宅等は全

国平均レベルを下回る。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設56、特別養護老人ホーム45、

介護療養型医療施設48、有料老人ホーム44、軽費ホーム48、グループホーム47、サ高住(特定施

設)45である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値46と全国平均レベルをやや下回り、高齢者施設・

住宅に勤務する看護師が偏差値51と全国平均レベルである。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、介護療養病床
数

図表11 介護サービス従事介護職員数（介護施設等）、介護サービス従事看護師数（介護
施設）
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44.大分県

大分県

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

図表13 介護施設の状況
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44.大分県

大分県

■ 在宅支援の状況

図表14 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

二次医療圏
在宅療養
支援病院

全国
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療所

全国
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,386 0.1 (0.1) 14,224 0.9 (0.4)

大分県 29 2.1% 0.2 60 192 1.3% 1.0 54

図表15 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

二次医療圏
回復期
病床数

全国
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床数

全国
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 80,806 63.6 (46.5) 73,895 58.1 (57.2)

大分県 1,256 1.6% 107.7 59 1,484 2.0% 127.2 62

図表16 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所の状況

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値60と多い。在宅療養支援診療所数は偏差値54

とやや多い。

　人口当たり回復期病床は偏差値59と多い。人口あたり地域包括ケア病棟は偏差値62と多い。
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44.大分県

大分県

■ 訪問介護の状況

図表17 居宅サービス事業所数

二次医療圏 訪問介護
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 33,714 2.1 (0.8) 10,994 0.7 (0.2) 45,167 2.8 (1.0)
大分県 440 1.3% 2.4 54 127 1.2% 0.7 51 623 1.4% 3.4 56

二次医療圏 通所リハ
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 7,541 0.5 (0.2) 1,999 0.1 (0.1) 10,499 0.6 (0.3)
大分県 137 1.8% 0.7 63 22 1.1% 0.1 50 129 1.2% 0.7 52

二次医療圏
居宅介護

支援
全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 40,664 2.5 (0.6)
大分県 457 1.1% 2.5 50

二次医療圏
訪問介護
利用者数

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

全国
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,218,955 74.7 (26.5) 221,659 13.6 (5.6) 51,613 3.2 (1.1)
大分県 16,238 1.3% 88.4 55 2,593 1.2% 14.1 51 549 1.1% 3.0 48

図表19 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値54とやや多く、訪問看護が

偏差値51と全国平均レベル、通所介護が偏差値56と多い。通所リハが偏差値63と多く、訪問入浴が

偏差値50と全国平均レベル、短期入所が偏差値52と全国平均レベル、居宅介護支援が偏差値50と全

国平均レベルである。訪問介護利用者数は偏差値55とやや多い。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値51と全国平均レベル、訪問看護に従事する看護師が偏差値

48と全国平均レベルである。

図表18 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、介護サービス
従事看護師数（訪問看護）
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44.大分県

東部

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

二次医療圏
2015年
人口

2015年
65歳以上

人口

2015年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 127,094,745 33,867,969 16,322,237 27% (5%) 17,668,137 34% 34%

東部 211,019 69,878 37,101 33% 63 36,428 35% 39%

図表2 要介護者の現状

二次医療圏
要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,560,102 13% (2%) 2,197,477 48% (3%)

東部 9,008 13% 47 4,336 48% 50

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　東部は、人口211,019人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は69,878人、高齢化率(65歳以

上人口割合)は33%と高い。

　要介護数(認定者)は9,008人、要介護認定率は13%とやや低い。うち要介護3以上は4,336人、要介護

者数に占める割合は48%と全国平均レベルである。

93,226,776

73.4%

17,545,732

13.8%

16,322,237

12.8%

全国

～64歳人口 65-74歳人口 75歳以上

141,141

66.9%

32,777

15.5%

37,101

17.6%

東部

～64歳人口 65-74歳人口 75歳以上

6,079,126 

34.4%

5,927,686 

33.6%

5,661,325 

32.0%

全国

夫婦世帯 独居世帯 その他

12,723 

34.9%

14,218 

39.0%

9,487 

26.0%

東部

夫婦世帯 独居世帯 その他
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44.大分県

東部

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移

2,705 3,155 3,560 3,814 3,972 4,260 4,237 4,009

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測

　図表5に示すように、東部の65歳以上人口のピークは2020年、65-74歳人口のピークは2015年、75-

84歳人口のピークは2025年、85歳以上人口のピークは2040年と推計されている。75歳以上人口は、

2015年が36,772(24,530+12,242)人であるが、ピーク時の2030年には43,551人まで増加すると推計さ

れ、2015年比18%増加する。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、東部の施設

需要のピークは2035年の4,260人であり、2015年の3,155人と比べ、35%増加すると推計された。

　図表6は、東部の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年か

ら2018年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要3,065人、供給3,347人

と「供給＞需要(+9%)」である。2018年は需要3,398人、供給3,043人と「供給＜需要(-10%)」であ

る。東部の高齢者施設の供給は、需要の伸びにより、2014年のやや余裕がある状況から、2018年の不

足ぎみの状況になった。
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44.大分県

東部

■ 介護施設の状況

二次医療圏
総高齢者施
設・住宅定

員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,485,377 91 (15.2) 1,001,413 61 (12.4) 483,964 30 (12.6)

東部 3,437 23.6% 93 51 2,441 22.5% 66 54 996 26.8% 27 48

二次医療圏

老人保健
施設
(老健)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 366,589 22 (5.9) 575,180 35 (9.9) 59,644 3.7 (4.0)

東部 952 19.9% 26 55 1,221 22.0% 33 48 268 52.5% 7.2 59

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

二次医療圏
有料老人
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 237,141 14.5 (10.8) 23,297 1.4 (2.1) 201,436 12.3 (5.8)

東部 462 30.5% 12.5 48 150 88.2% 4.0 62 306 15.7% 8.2 43

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数

二次医療圏
サ高住
(特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 22,090 1.4 (1.8) 209,785 12.9 (6.8)

東部 78 #### 2.1 54 498 23.9% 13.4 51

二次医療圏
介護職員数
（介護施設

等）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,286,309 79 (11) 120,155 7.4 (2.0)
東部 2,601 19.1% 70 42 331 23.6% 8.9 58

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、3,437人(75歳以上1,000人当たりの偏差

値51)と全国平均レベルである。そのうち、介護保険施設の定員が2,441床(偏差値54)、高齢者住宅

等が996床(偏差値48)である。介護保険施設は全国平均レベルをやや上回り、高齢者住宅等は全国

平均レベルである。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設55、特別養護老人ホーム48、

介護療養型医療施設59、有料老人ホーム48、軽費ホーム62、グループホーム43、サ高住(特定施

設)54である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値42と全国平均レベルを下回り、高齢者施設・住宅

に勤務する看護師が偏差値58と全国平均レベルを上回る。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、介護療養病床
数

図表11 介護サービス従事介護職員数（介護施設等）、介護サービス従事看護師数（介護
施設）
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44.大分県

東部

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

図表13 介護施設の状況

0
10
20
30
40
50
60
70

老人保健施設

(老健)定員数

特別養護老人ホーム

(特養)定員数

介護療養

病床数

有料老人ホーム

定員数

軽費ホーム

定員数

グループホーム

定員数

サ高住(特定施設)

定員数

44-13



44.大分県

東部

■ 在宅支援の状況

図表14 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

二次医療圏
在宅療養
支援病院

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療所

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,386 0.1 (0.1) 14,224 0.9 (0.4)

東部 6 20.7% 0.2 61 35 18.2% 0.9 52

図表15 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

二次医療圏
回復期
病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 80,806 63.6 (46.5) 73,895 58.1 (57.2)

東部 341 27.1% 161.6 71 309 20.8% 146.4 65

図表16 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所の状況

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値61と多い。在宅療養支援診療所数は偏差値52

と全国平均レベルである。

　人口当たり回復期病床は偏差値71と非常に多い。人口あたり地域包括ケア病棟は偏差値65と

多い。
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44.大分県

東部

■ 訪問介護の状況

図表17 居宅サービス事業所数

二次医療圏 訪問介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 33,714 2.1 (0.8) 10,994 0.7 (0.2) 45,167 2.8 (1.0)
東部 86 19.5% 2.3 53 32 25.2% 0.9 59 118 18.9% 3.2 54

二次医療圏 通所リハ
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 7,541 0.5 (0.2) 1,999 0.1 (0.1) 10,499 0.6 (0.3)
東部 23 16.8% 0.6 57 6 27.3% 0.2 54 27 20.9% 0.7 53

二次医療圏
居宅介護

支援
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 40,664 2.5 (0.6)
東部 96 21.0% 2.6 52

二次医療圏
訪問介護
利用者数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,218,955 74.7 (26.5) 221,659 13.6 (5.6) 51,613 3.2 (1.1)
東部 2,077 12.8% 56.0 43 395 15.2% 10.6 45 128 23.3% 3.5 53

図表19 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値53とやや多く、訪問看護が

偏差値59と多く、通所介護が偏差値54とやや多い。通所リハが偏差値57と多く、訪問入浴が偏差値

54とやや多く、短期入所が偏差値53とやや多く、居宅介護支援が偏差値52と全国平均レベルであ

る。訪問介護利用者数は偏差値43と少ない。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値45と全国平均レベルをやや下回り、訪問看護に従事する看

護師が偏差値53と全国平均レベルをやや上回る。

図表18 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、介護サービス
従事看護師数（訪問看護）
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44.大分県

中部

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

二次医療圏
2015年
人口

2015年
65歳以上

人口

2015年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 127,094,745 33,867,969 16,322,237 27% (5%) 17,668,137 34% 34%

中部 569,125 150,840 72,365 27% 50 77,843 39% 32%

図表2 要介護者の現状

二次医療圏
要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,560,102 13% (2%) 2,197,477 48% (3%)

中部 20,410 14% 50 9,509 47% 45

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　中部は、人口569,125人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は150,840人、高齢化率(65歳以

上人口割合)は27%と全国平均レベルである。

　要介護数(認定者)は20,410人、要介護認定率は14%と全国平均レベルである。うち要介護3以上は

9,509人、要介護者数に占める割合は47%とやや低い。
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44.大分県

中部

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移

4,799 6,010 7,298 8,486 9,588 11,078 11,708 11,487

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測

　図表5に示すように、中部の65歳以上人口のピークは2045年、65-74歳人口のピークは2020年、75-

84歳人口のピークは2030年、85歳以上人口のピークは2040年と推計されている。75歳以上人口は、

2015年が71,015(48,524+22,491)人であるが、ピーク時の2035年には113,337人まで増加すると推計さ

れ、2015年比60%増加する。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、中部の施設

需要のピークは2040年の11,708人であり、2015年の6,010人と比べ、95%増加すると推計された。

　図表6は、中部の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年か

ら2018年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要5,768人、供給4,958人

と「供給＜需要(-14%)」である。2018年は需要6,783人、供給4,438人と「供給＜需要(-35%)」であ

る。中部の高齢者施設の供給は、需要の伸びにより、2014年の不足ぎみの状況から、2018年のかなり

不足の状況になった。
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44.大分県

中部

■ 介護施設の状況

二次医療圏
総高齢者施
設・住宅定

員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,485,377 91 (15.2) 1,001,413 61 (12.4) 483,964 30 (12.6)

中部 5,330 36.6% 74 39 3,961 36.5% 55 45 1,369 36.9% 19 41

二次医療圏

老人保健
施設
(老健)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 366,589 22 (5.9) 575,180 35 (9.9) 59,644 3.7 (4.0)

中部 1,861 38.9% 26 56 2,046 36.9% 28 43 54 10.6% 0.7 43

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

二次医療圏
有料老人
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 237,141 14.5 (10.8) 23,297 1.4 (2.1) 201,436 12.3 (5.8)

中部 550 36.3% 7.6 44 20 11.8% 0.3 45 799 41.0% 11.0 48

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数

二次医療圏
サ高住
(特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 22,090 1.4 (1.8) 209,785 12.9 (6.8)

中部 0 0.0% 0 43 968 46.4% 13.4 51

二次医療圏
介護職員数
（介護施設

等）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,286,309 79 (11) 120,155 7.4 (2.0)
中部 5,701 41.8% 79 50 486 34.6% 6.7 47

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、5,330人(75歳以上1,000人当たりの偏差

値39)と全国平均レベルを下回る。そのうち、介護保険施設の定員が3,961床(偏差値45)、高齢者住

宅等が1,369床(偏差値41)である。介護保険施設は全国平均レベルをやや下回り、高齢者住宅等は

全国平均レベルを下回る。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設56、特別養護老人ホーム43、

介護療養型医療施設43、有料老人ホーム44、軽費ホーム45、グループホーム48、サ高住(特定施設)

なし(偏差値43)である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値50と全国平均レベル、高齢者施設・住宅に勤務す

る看護師が偏差値47と全国平均レベルをやや下回る。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、介護療養病床
数

図表11 介護サービス従事介護職員数（介護施設等）、介護サービス従事看護師数（介護
施設）
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44.大分県

中部

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

図表13 介護施設の状況
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44.大分県

中部

■ 在宅支援の状況

図表14 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

二次医療圏
在宅療養
支援病院

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療所

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,386 0.1 (0.1) 14,224 0.9 (0.4)

中部 13 44.8% 0.2 63 115 59.9% 1.6 66

図表15 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

二次医療圏
回復期
病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 80,806 63.6 (46.5) 73,895 58.1 (57.2)

中部 534 42.5% 93.8 57 566 38.1% 99.5 57

図表16 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所の状況

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値63と多い。在宅療養支援診療所数は偏差値66

と非常に多い。

　人口当たり回復期病床は偏差値57と多い。人口あたり地域包括ケア病棟は偏差値57と多い。
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44.大分県

中部

■ 訪問介護の状況

図表17 居宅サービス事業所数

二次医療圏 訪問介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 33,714 2.1 (0.8) 10,994 0.7 (0.2) 45,167 2.8 (1.0)
中部 191 43.4% 2.6 57 55 43.3% 0.8 54 299 48.0% 4.1 64

二次医療圏 通所リハ
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 7,541 0.5 (0.2) 1,999 0.1 (0.1) 10,499 0.6 (0.3)
中部 62 45.3% 0.9 69 9 40.9% 0.1 50 45 34.9% 0.6 49

二次医療圏
居宅介護

支援
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 40,664 2.5 (0.6)
中部 190 41.6% 2.6 52

二次医療圏
訪問介護
利用者数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,218,955 74.7 (26.5) 221,659 13.6 (5.6) 51,613 3.2 (1.1)
中部 8,981 55.3% 124.1 69 1,200 46.3% 16.6 55 286 52.0% 3.9 57

図表19 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値57と多く、訪問看護が偏差

値54とやや多く、通所介護が偏差値64と多い。通所リハが偏差値69と非常に多く、訪問入浴が偏差

値50と全国平均レベル、短期入所が偏差値49と全国平均レベル、居宅介護支援が偏差値52と全国平

均レベルである。訪問介護利用者数は偏差値69と非常に多い。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値55と全国平均レベルをやや上回り、訪問看護に従事する看

護師が偏差値57と全国平均レベルを上回る。

図表18 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、介護サービス
従事看護師数（訪問看護）
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44.大分県

南部

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

二次医療圏
2015年
人口

2015年
65歳以上

人口

2015年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 127,094,745 33,867,969 16,322,237 27% (5%) 17,668,137 34% 34%

南部 72,211 26,643 14,422 37% 70 13,465 36% 35%

図表2 要介護者の現状

二次医療圏
要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,560,102 13% (2%) 2,197,477 48% (3%)

南部 2,890 11% 35 1,433 50% 54

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　南部は、人口72,211人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は26,643人、高齢化率(65歳以上

人口割合)は37%と非常に高い。

　要介護数(認定者)は2,890人、要介護認定率は11%と低い。うち要介護3以上は1,433人、要介護者数

に占める割合は50%とやや高い。
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44.大分県

南部

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移

1,031 1,214 1,359 1,440 1,476 1,551 1,536 1,409

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測

　図表5に示すように、南部の65歳以上人口のピークは2020年、65-74歳人口のピークは2020年、75-

84歳人口のピークは2030年、85歳以上人口のピークは2040年と推計されている。75歳以上人口は、

2015年が14,300(9,612+4,688)人であるが、ピーク時の2030年には16,414人まで増加すると推計さ

れ、2015年比15%増加する。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、南部の施設

需要のピークは2035年の1,551人であり、2015年の1,214人と比べ、28%増加すると推計された。

　図表6は、南部の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年か

ら2018年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要1,177人、供給1,022人

と「供給＜需要(-13%)」である。2018年は需要1,301人、供給926人と「供給＜需要(-29%)」である。

南部の高齢者施設の供給は、需要の伸びにより、2014年の不足ぎみの状況から、2018年のかなり不足

の状況になった。
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44.大分県

南部

■ 介護施設の状況

二次医療圏
総高齢者施
設・住宅定

員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,485,377 91 (15.2) 1,001,413 61 (12.4) 483,964 30 (12.6)

南部 1,146 7.9% 79 42 758 7.0% 53 43 388 10.4% 27 48

二次医療圏

老人保健
施設
(老健)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 366,589 22 (5.9) 575,180 35 (9.9) 59,644 3.7 (4.0)

南部 358 7.5% 25 54 400 7.2% 28 42 0 0.0% 0 41

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

二次医療圏
有料老人
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 237,141 14.5 (10.8) 23,297 1.4 (2.1) 201,436 12.3 (5.8)

南部 163 10.7% 11.3 47 0 0.0% 0 43 225 11.5% 15.6 56

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数

二次医療圏
サ高住
(特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 22,090 1.4 (1.8) 209,785 12.9 (6.8)

南部 0 0.0% 0 43 187 9.0% 13.0 50

二次医療圏
介護職員数
（介護施設

等）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,286,309 79 (11) 120,155 7.4 (2.0)
南部 966 7.1% 67 39 92 6.5% 6.4 45

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、1,146人(75歳以上1,000人当たりの偏差

値42)と全国平均レベルを下回る。そのうち、介護保険施設の定員が758床(偏差値43)、高齢者住宅

等が388床(偏差値48)である。介護保険施設は全国平均レベルを下回るが、高齢者住宅等は全国平

均レベルである。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設54、特別養護老人ホーム42、

介護療養型医療施設なし(偏差値41)、有料老人ホーム47、軽費ホームなし(偏差値43)、グループ

ホーム56、サ高住(特定施設)なし(偏差値43)である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値39と全国平均レベルを下回り、高齢者施設・住宅

に勤務する看護師が偏差値45と全国平均レベルをやや下回る。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、介護療養病床
数

図表11 介護サービス従事介護職員数（介護施設等）、介護サービス従事看護師数（介護
施設）
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44.大分県

南部

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

図表13 介護施設の状況
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44.大分県

南部

■ 在宅支援の状況

図表14 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

二次医療圏
在宅療養
支援病院

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療所

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,386 0.1 (0.1) 14,224 0.9 (0.4)

南部 1 3.4% 0.1 48 8 4.2% 0.6 43

図表15 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

二次医療圏
回復期
病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 80,806 63.6 (46.5) 73,895 58.1 (57.2)

南部 125 10.0% 173.1 74 134 9.0% 185.6 72

図表16 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所の状況

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値48と全国平均レベルである。在宅療養支援診

療所数は偏差値43と少ない。

　人口当たり回復期病床は偏差値74と非常に多い。人口あたり地域包括ケア病棟は偏差値72と

非常に多い。
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44.大分県

南部

■ 訪問介護の状況

図表17 居宅サービス事業所数

二次医療圏 訪問介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 33,714 2.1 (0.8) 10,994 0.7 (0.2) 45,167 2.8 (1.0)
南部 37 8.4% 2.6 56 8 6.3% 0.6 45 40 6.4% 2.8 50

二次医療圏 通所リハ
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 7,541 0.5 (0.2) 1,999 0.1 (0.1) 10,499 0.6 (0.3)
南部 7 5.1% 0.5 51 2 9.1% 0.1 52 13 10.1% 0.9 60

二次医療圏
居宅介護

支援
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 40,664 2.5 (0.6)
南部 26 5.7% 1.8 38

二次医療圏
訪問介護
利用者数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,218,955 74.7 (26.5) 221,659 13.6 (5.6) 51,613 3.2 (1.1)
南部 999 6.2% 69.3 48 258 10.0% 17.9 58 23 4.2% 1.6 35

図表19 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値56と多く、訪問看護が偏差

値45とやや少なく、通所介護が偏差値50と全国平均レベルである。通所リハが偏差値51と全国平均

レベル、訪問入浴が偏差値52と全国平均レベル、短期入所が偏差値60と多く、居宅介護支援が偏差

値38と少ない。訪問介護利用者数は偏差値48と全国平均レベルである。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値58と全国平均レベルを上回り、訪問看護に従事する看護師

が偏差値35と全国平均レベルを下回る。

図表18 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、介護サービス
従事看護師数（訪問看護）
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44.大分県

豊肥

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

二次医療圏
2015年
人口

2015年
65歳以上

人口

2015年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 127,094,745 33,867,969 16,322,237 27% (5%) 17,668,137 34% 34%

豊肥 58,916 24,890 14,983 42% 81 11,503 39% 37%

図表2 要介護者の現状

二次医療圏
要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,560,102 13% (2%) 2,197,477 48% (3%)

豊肥 3,957 16% 64 1,945 49% 53

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　豊肥は、人口58,916人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は24,890人、高齢化率(65歳以上

人口割合)は42%と非常に高い。

　要介護数(認定者)は3,957人、要介護認定率は16%と高い。うち要介護3以上は1,945人、要介護者数

に占める割合は49%とやや高い。
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44.大分県

豊肥

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移

1,183 1,339 1,448 1,454 1,393 1,433 1,413 1,297

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測

　図表5に示すように、豊肥の65歳以上人口のピークは2015年、65-74歳人口のピークは2020年、75-

84歳人口のピークは2010年、85歳以上人口のピークは2040年と推計されている。75歳以上人口は、

2015年が15,001(9,507+5,494)人であるが、ピーク時の2010年の15,120人から1%減少した。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、豊肥の施設

需要のピークは2025年の1,454人であり、2015年の1,339人と比べ、9%増加すると推計された。

　図表6は、豊肥の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年か

ら2018年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要1,308人、供給1,252人

と「供給＜需要(-4%)」である。2018年は需要1,404人、供給1,120人と「供給＜需要(-20%)」であ

る。豊肥の高齢者施設の供給は、需要の伸びにより、2014年の需要と供給が拮抗する状況から、2018

年のかなり不足の状況になった。
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44.大分県

豊肥

■ 介護施設の状況

二次医療圏
総高齢者施
設・住宅定

員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,485,377 91 (15.2) 1,001,413 61 (12.4) 483,964 30 (12.6)

豊肥 1,268 8.7% 85 46 1,017 9.4% 68 55 251 6.8% 17 40

二次医療圏

老人保健
施設
(老健)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 366,589 22 (5.9) 575,180 35 (9.9) 59,644 3.7 (4.0)

豊肥 491 10.3% 33 68 484 8.7% 32 47 42 8.2% 2.8 48

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

二次医療圏
有料老人
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 237,141 14.5 (10.8) 23,297 1.4 (2.1) 201,436 12.3 (5.8)

豊肥 48 3.2% 3.2 40 0 0.0% 0 43 203 10.4% 13.5 52

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数

二次医療圏
サ高住
(特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 22,090 1.4 (1.8) 209,785 12.9 (6.8)

豊肥 0 0.0% 0 43 21 1.0% 1.4 33

二次医療圏
介護職員数
（介護施設

等）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,286,309 79 (11) 120,155 7.4 (2.0)
豊肥 1,066 7.8% 71 43 138 9.8% 9.2 59

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、1,268人(75歳以上1,000人当たりの偏差

値46)と全国平均レベルをやや下回る。そのうち、介護保険施設の定員が1,017床(偏差値55)、高齢

者住宅等が251床(偏差値40)である。介護保険施設は全国平均レベルをやや上回るが、高齢者住宅

等は全国平均レベルを下回る。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設68、特別養護老人ホーム47、

介護療養型医療施設48、有料老人ホーム40、軽費ホームなし(偏差値43)、グループホーム52、サ高

住(特定施設)なし(偏差値43)である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値43と全国平均レベルを下回り、高齢者施設・住宅

に勤務する看護師が偏差値59と全国平均レベルを上回る。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、介護療養病床
数

図表11 介護サービス従事介護職員数（介護施設等）、介護サービス従事看護師数（介護
施設）
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44.大分県

豊肥

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

図表13 介護施設の状況
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44.大分県

豊肥

■ 在宅支援の状況

図表14 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

二次医療圏
在宅療養
支援病院

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療所

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,386 0.1 (0.1) 14,224 0.9 (0.4)

豊肥 3 10.3% 0.2 66 16 8.3% 1.1 54

図表15 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

二次医療圏
回復期
病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 80,806 63.6 (46.5) 73,895 58.1 (57.2)

豊肥 59 4.7% 100.1 58 73 4.9% 123.9 61

図表16 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所の状況

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値66と非常に多い。在宅療養支援診療所数は偏

差値54とやや多い。

　人口当たり回復期病床は偏差値58と多い。人口あたり地域包括ケア病棟は偏差値61と多い。
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44.大分県

豊肥

■ 訪問介護の状況

図表17 居宅サービス事業所数

二次医療圏 訪問介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 33,714 2.1 (0.8) 10,994 0.7 (0.2) 45,167 2.8 (1.0)
豊肥 32 7.3% 2.1 51 7 5.5% 0.5 41 40 6.4% 2.7 49

二次医療圏 通所リハ
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 7,541 0.5 (0.2) 1,999 0.1 (0.1) 10,499 0.6 (0.3)
豊肥 15 10.9% 1.0 75 1 4.5% 0.1 44 15 11.6% 1.0 64

二次医療圏
居宅介護

支援
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 40,664 2.5 (0.6)
豊肥 34 7.4% 2.3 46

二次医療圏
訪問介護
利用者数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,218,955 74.7 (26.5) 221,659 13.6 (5.6) 51,613 3.2 (1.1)
豊肥 925 5.7% 61.7 45 155 6.0% 10.4 44 31 5.6% 2.0 40

図表19 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値51と全国平均レベル、訪問

看護が偏差値41と少なく、通所介護が偏差値49と全国平均レベルである。通所リハが偏差値75と非

常に多く、訪問入浴が偏差値44と少なく、短期入所が偏差値64と多く、居宅介護支援が偏差値46と

やや少ない。訪問介護利用者数は偏差値45とやや少ない。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値44と全国平均レベルを下回り、訪問看護に従事する看護師

が偏差値40と全国平均レベルを下回る。

図表18 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、介護サービス
従事看護師数（訪問看護）
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44.大分県

西部

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

二次医療圏
2015年
人口

2015年
65歳以上

人口

2015年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 127,094,745 33,867,969 16,322,237 27% (5%) 17,668,137 34% 34%

西部 91,991 31,267 17,186 34% 64 13,732 35% 33%

図表2 要介護者の現状

二次医療圏
要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,560,102 13% (2%) 2,197,477 48% (3%)

西部 4,639 15% 58 2,122 46% 43

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　西部は、人口91,991人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は31,267人、高齢化率(65歳以上

人口割合)は34%と高い。

　要介護数(認定者)は4,639人、要介護認定率は15%と高い。うち要介護3以上は2,122人、要介護者数

に占める割合は46%と低い。

93,226,776

73.4%

17,545,732

13.8%

16,322,237

12.8%

全国

～64歳人口 65-74歳人口 75歳以上

60,724

66.0%

14,081

15.3%

17,186

18.7%

西部

～64歳人口 65-74歳人口 75歳以上

6,079,126 

34.4%
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33.6%
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32.0%
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夫婦世帯 独居世帯 その他

4,862 

35.4%

4,588 

33.4%

4,282 

31.2%

西部

夫婦世帯 独居世帯 その他
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44.大分県

西部

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移

1,292 1,477 1,590 1,647 1,654 1,754 1,771 1,656

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測

　図表5に示すように、西部の65歳以上人口のピークは2020年、65-74歳人口のピークは2020年、75-

84歳人口のピークは2030年、85歳以上人口のピークは2040年と推計されている。75歳以上人口は、

2015年が17,111(11,311+5,800)人であるが、ピーク時の2030年には18,858人まで増加すると推計さ

れ、2015年比10%増加する。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、西部の施設

需要のピークは2040年の1,771人であり、2015年の1,477人と比べ、20%増加すると推計された。

　図表6は、西部の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年か

ら2018年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要1,440人、供給1,192人

と「供給＜需要(-17%)」である。2018年は需要1,545人、供給1,207人と「供給＜需要(-22%)」であ

る。西部の高齢者施設の供給は、2014年から2018年にかけて、かなり不足ぎみの状況が続いている。
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44.大分県

西部

■ 介護施設の状況

二次医療圏
総高齢者施
設・住宅定

員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,485,377 91 (15.2) 1,001,413 61 (12.4) 483,964 30 (12.6)

西部 1,204 8.3% 70 36 996 9.2% 58 47 208 5.6% 12 36

二次医療圏

老人保健
施設
(老健)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 366,589 22 (5.9) 575,180 35 (9.9) 59,644 3.7 (4.0)

西部 411 8.6% 24 52 555 10.0% 32 47 30 5.9% 1.7 45

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

二次医療圏
有料老人
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 237,141 14.5 (10.8) 23,297 1.4 (2.1) 201,436 12.3 (5.8)

西部 100 6.6% 5.8 42 0 0.0% 0 43 108 5.5% 6.3 40

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数

二次医療圏
サ高住
(特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 22,090 1.4 (1.8) 209,785 12.9 (6.8)

西部 0 0.0% 0 43 96 4.6% 5.6 39

二次医療圏
介護職員数
（介護施設

等）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,286,309 79 (11) 120,155 7.4 (2.0)
西部 1,314 9.6% 76 48 123 8.8% 7.2 49

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、1,204人(75歳以上1,000人当たりの偏差

値36)と全国平均レベルを下回る。そのうち、介護保険施設の定員が996床(偏差値47)、高齢者住宅

等が208床(偏差値36)である。介護保険施設は全国平均レベルをやや下回り、高齢者住宅等は全国

平均レベルを下回る。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設52、特別養護老人ホーム47、

介護療養型医療施設45、有料老人ホーム42、軽費ホームなし(偏差値43)、グループホーム40、サ高

住(特定施設)なし(偏差値43)である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値48と全国平均レベル、高齢者施設・住宅に勤務す

る看護師が偏差値49と全国平均レベルである。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、介護療養病床
数

図表11 介護サービス従事介護職員数（介護施設等）、介護サービス従事看護師数（介護
施設）
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44.大分県

西部

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

図表13 介護施設の状況
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44.大分県

西部

■ 在宅支援の状況

図表14 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

二次医療圏
在宅療養
支援病院

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療所

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,386 0.1 (0.1) 14,224 0.9 (0.4)

西部 4 13.8% 0.2 71 6 3.1% 0.3 38

図表15 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

二次医療圏
回復期
病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 80,806 63.6 (46.5) 73,895 58.1 (57.2)

西部 131 10.4% 142.4 67 170 11.5% 184.8 72

図表16 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所の状況

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値71と非常に多い。在宅療養支援診療所数は偏

差値38と少ない。

　人口当たり回復期病床は偏差値67と非常に多い。人口あたり地域包括ケア病棟は偏差値72と

非常に多い。
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44.大分県

西部

■ 訪問介護の状況

図表17 居宅サービス事業所数

二次医療圏 訪問介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 33,714 2.1 (0.8) 10,994 0.7 (0.2) 45,167 2.8 (1.0)
西部 36 8.2% 2.1 50 6 4.7% 0.3 35 51 8.2% 3.0 52

二次医療圏 通所リハ
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 7,541 0.5 (0.2) 1,999 0.1 (0.1) 10,499 0.6 (0.3)
西部 12 8.8% 0.7 61 1 4.5% 0.1 43 12 9.3% 0.7 52

二次医療圏
居宅介護

支援
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 40,664 2.5 (0.6)
西部 52 11.4% 3.0 59

二次医療圏
訪問介護
利用者数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,218,955 74.7 (26.5) 221,659 13.6 (5.6) 51,613 3.2 (1.1)
西部 967 6.0% 56.3 43 220 8.5% 12.8 49 17 3.1% 1.0 30

図表19 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値50と全国平均レベル、訪問

看護が偏差値35と少なく、通所介護が偏差値52と全国平均レベルである。通所リハが偏差値61と多

く、訪問入浴が偏差値43と少なく、短期入所が偏差値52と全国平均レベル、居宅介護支援が偏差値

59と多い。訪問介護利用者数は偏差値43と少ない。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値49と全国平均レベル、訪問看護に従事する看護師が偏差値

30と全国平均レベルを大きく下回る。

図表18 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、介護サービス
従事看護師数（訪問看護）
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44.大分県

北部

■ 人口動態と要介護者の現状

図表1 人口動態

二次医療圏
2015年
人口

2015年
65歳以上

人口

2015年
75歳以上

人口
高齢化率 偏差値

*全国は
標準偏差

高齢者
世帯数

うち
夫婦世帯

比率

うち
独居世帯

比率

全国 127,094,745 33,867,969 16,322,237 27% (5%) 17,668,137 34% 34%

北部 163,076 51,613 27,562 32% 60 27,042 37% 37%

図表2 要介護者の現状

二次医療圏
要介護者数
（認定者）

要介護
認定率

偏差値
*全国は
標準偏差

要介護
3以上
認定数

要介護3
以上

全認定者に
占める比率

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 4,560,102 13% (2%) 2,197,477 48% (3%)

北部 6,972 14% 50 3,475 50% 55

図表3 人口動態

図表4 世帯の状況

　北部は、人口163,076人である。第1号被保険者人口(65歳以上人口)は51,613人、高齢化率(65歳以

上人口割合)は32%と高い。

　要介護数(認定者)は6,972人、要介護認定率は14%と全国平均レベルである。うち要介護3以上は

3,475人、要介護者数に占める割合は50%とやや高い。
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32.0%

全国

夫婦世帯 独居世帯 その他

10,037 

37.1%

9,926 

36.7%

7,079 

26.2%

北部

夫婦世帯 独居世帯 その他

44-40



44.大分県

北部

■ 医療・介護の需要(人口動態)

 図表5 人口構成と高齢者施設需要の推移

2,057 2,347 2,567 2,686 2,755 2,963 2,998 2,854

図表6 高齢者施設の需要と供給の推移予測

　図表5に示すように、北部の65歳以上人口のピークは2020年、65-74歳人口のピークは2020年、75-

84歳人口のピークは2030年、85歳以上人口のピークは2040年と推計されている。75歳以上人口は、

2015年が27,400(18,293+9,107)人であるが、ピーク時の2030年には31,899人まで増加すると推計さ

れ、2015年比16%増加する。

　全国平均の年齢階級別高齢者施設利用率を用いて推計した高齢者施設の需要によると、北部の施設

需要のピークは2040年の2,998人であり、2015年の2,347人と比べ、28%増加すると推計された。

　図表6は、北部の高齢者施設に関する2010年から2025年までの需要(必要ベッド数)予測と2014年か

ら2018年までの供給量(高齢者施設の総ベッド数)の推移を表す。2014年は需要2,289人、供給2,044人

と「供給＜需要(-11%)」である。2018年は需要2,479人、供給1,880人と「供給＜需要(-24%)」であ

る。北部の高齢者施設の供給は、需要の伸びにより、2014年の不足ぎみの状況から、2018年のかなり

不足の状況になった。
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44.大分県

北部

■ 介護施設の状況

二次医療圏
総高齢者施
設・住宅定

員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護保険施
設定員(病

床)数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

高齢者
住宅

定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,485,377 91 (15.2) 1,001,413 61 (12.4) 483,964 30 (12.6)

北部 2,174 14.9% 79 42 1,671 15.4% 61 49 503 13.5% 18 41

二次医療圏

老人保健
施設
(老健)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

特別養護
老人ホーム

(特養)
定員数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

介護療養
病床数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 366,589 22 (5.9) 575,180 35 (9.9) 59,644 3.7 (4.0)

北部 709 14.8% 26 56 846 15.2% 31 45 116 22.7% 4.2 51

図表9 有料老人ホーム定員数、軽費ホーム定員数、グループホーム定員数

二次医療圏
有料老人
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

軽費
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

グループ
ホーム

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 237,141 14.5 (10.8) 23,297 1.4 (2.1) 201,436 12.3 (5.8)

北部 194 12.8% 7.0 43 0 0.0% 0 43 309 15.8% 11.2 48

図表10 サービス付き高齢者専用賃貸住宅（サ高住）定員数

二次医療圏
サ高住
(特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

※参考値 サ高住
(非特定
施設)

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 22,090 1.4 (1.8) 209,785 12.9 (6.8)

北部 0 0.0% 0 43 318 15.2% 11.5 48

二次医療圏
介護職員数
（介護施設

等）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

看護師数
（施設）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は

標準
偏差

全国 1,286,309 79 (11) 120,155 7.4 (2.0)
北部 1,990 14.6% 72 44 235 16.7% 8.5 56

　総高齢者施設・住宅定員数(介護療養病床含む)合計は、2,174人(75歳以上1,000人当たりの偏差

値42)と全国平均レベルを下回る。そのうち、介護保険施設の定員が1,671床(偏差値49)、高齢者住

宅等が503床(偏差値41)である。介護保険施設は全国平均レベルであるが、高齢者住宅等は全国平

均レベルを下回る。

　施設別の75歳以上1,000人当たり定員数の偏差値は、老人保健施設56、特別養護老人ホーム45、

介護療養型医療施設51、有料老人ホーム43、軽費ホームなし(偏差値43)、グループホーム48、サ高

住(特定施設)なし(偏差値43)である。

　高齢者施設・住宅に勤務する介護職員が偏差値44と全国平均レベルを下回り、高齢者施設・住宅

に勤務する看護師が偏差値56と全国平均レベルを上回る。

図表7 総高齢者施設・住宅定員数、介護保険施設定員(病床)数、高齢者住宅定員数

図表8 老人保健施設（老健）定員数、特別養護老人ホーム（特養）定員数、介護療養病床
数

図表11 介護サービス従事介護職員数（介護施設等）、介護サービス従事看護師数（介護
施設）
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44.大分県

北部

図表12 介護施設定員数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

図表13 介護施設の状況
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44.大分県

北部

■ 在宅支援の状況

図表14 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所

二次医療圏
在宅療養
支援病院

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

在宅療養
支援診療所

県内
ｼｪｱ

75歳以上
1,000人

当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,386 0.1 (0.1) 14,224 0.9 (0.4)

北部 2 6.9% 0.1 48 12 6.3% 0.4 40

図表15 回復期病床数、地域包括ケア病棟病床数

二次医療圏
回復期
病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

地域包括
ケア病床数

県内
ｼｪｱ

人口
10万
当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 80,806 63.6 (46.5) 73,895 58.1 (57.2)

北部 66 5.3% 40.5 45 232 15.6% 142.3 65

図表16 在宅療養支援病院、在宅療養支援診療所の状況

　75歳以上人口当たり在宅療養支援病院は偏差値48と全国平均レベルである。在宅療養支援診

療所数は偏差値40と少ない。

　人口当たり回復期病床は偏差値45とやや少ない。人口あたり地域包括ケア病棟は偏差値65と

多い。
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44.大分県

北部

■ 訪問介護の状況

図表17 居宅サービス事業所数

二次医療圏 訪問介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問看護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

通所介護
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 33,714 2.1 (0.8) 10,994 0.7 (0.2) 45,167 2.8 (1.0)
北部 58 13.2% 2.1 51 19 15.0% 0.7 51 75 12.0% 2.7 50

二次医療圏 通所リハ
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

訪問入浴
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

短期入所
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 7,541 0.5 (0.2) 1,999 0.1 (0.1) 10,499 0.6 (0.3)
北部 18 13.1% 0.7 59 3 13.6% 0.1 49 17 13.2% 0.6 49

二次医療圏
居宅介護

支援
県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 40,664 2.5 (0.6)
北部 59 12.9% 2.1 44

二次医療圏
訪問介護
利用者数

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

介護職員
数

（在宅）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

看護師数
（訪問）

県内
ｼｪｱ

75歳以
上1,000
人当り

偏差値
*全国は
標準偏差

全国 1,218,955 74.7 (26.5) 221,659 13.6 (5.6) 51,613 3.2 (1.1)
北部 2,289 14.1% 83.0 53 365 14.1% 13.3 49 65 11.9% 2.4 43

図表19 居宅サービス事業所数（75歳以上1,000人当りの偏差値）

　居宅サービスは、訪問介護の事業所数が75歳以上1,000人当たり偏差値51と全国平均レベル、訪問

看護が偏差値51と全国平均レベル、通所介護が偏差値50と全国平均レベルである。通所リハが偏差

値59と多く、訪問入浴が偏差値49と全国平均レベル、短期入所が偏差値49と全国平均レベル、居宅

介護支援が偏差値44と少ない。訪問介護利用者数は偏差値53とやや多い。

　在宅介護に勤務する介護職員が偏差値49と全国平均レベル、訪問看護に従事する看護師が偏差値

43と全国平均レベルを下回る。

図表18 訪問介護利用者数、介護サービス従事介護職員数（在宅介護）、介護サービス
従事看護師数（訪問看護）
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